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メ 4 區ダ 



その 松の木の 生えて いる 明 屋敷が 久しく 子供の 遊 場 

になって いたと ころが、 去年の 暮 から そこへ 大きい 材 

木 や、 御蔭 石 を 運び はじめた。 音 羽の 通まで 牛車で 運 

んで 来て、 鼠 坂の 傍へ 足場 を 掛けたり、 汽船に 荷物 を 

載せる Crane と 云う ものに 似た 器械 を 据え 附 けたり 

して、 吊り上げ るので ある。 職人が 大勢 這 入る。 大工 

は 木 を 削る。 石屋 は 石 を 切る。 二 箇月 立つ か 立たない 

うちに、 和洋折衷 とか 云うよう な、 二階家が 建築 せら 

れる。 黒 塗の 高 塀が 繞ら される。 とうとう 立派な 邸宅 

が 出来上がった。 

近所の 人 は 驚いて いる。 材木が 運び 始められる 頃 か 



主人 は 話し 続けた。 「便所 は 例の 通り 氷って いる 土 

を 少しば かり 掘り 上げて、 板が 渡して あるの だね。 そ 

また しリ 

いつに 跨がって、 尻の 寒い の を 我慢して、 用 を 足しな 

がら、 小川 君が 耳を澄まして 聞いて いると、 その物 音 

が 色々 に 変化して 聞え る。 どうも 鼠 やなん ぞ ではない 

らしい。 I： でもない らしい。 小川 君 は 好奇心が 起って 

溜まら なくなった。 その 家 は 表から は 開け ひろげた よ 

うにな つて 見えて いる。 炕の 縁に して ある 材木 は どこ 

かへ 無くなって、 築き上げた 土が 暴露して いる。 その 

たん れんが 

奥 は 土地で 磚と 云って いる 煉瓦の ような ものが 一 ぱい 

積み上げて ある。 どうしても 葜の 壁に 沿うて 積み上げ 



うて 棚 を 吊った ように 寝床が 出来て いる。 その 下 は 押 

まくらもと しんちゅう 

入れに なって いる。 煖炉が あるのに、 枕元に 真鍮の 

そば くた に 

火鉢 を 置いて、 湯沸かしが 掛けて ある。 その 傍に 九 谷 

せんちゃ のど 

焼 の 煎茶 道具が 置いて ある。 小川 は吭が 乾く ので、 

さ ゆ > つす 

急須に 一 ぱい 湯 を さして、 茶 は 出ても 出なくても 好い 

と 思って、 直ぐに 茶碗に 注いで、 一 口にぐ つと 呑んだ。 

そして 着て いた ジャ ケッも 脱がずに、 行きな り 布団の 

中に 這 入った。 

横にな つてから、 頭の 心が 痛む のに 気が 附 いた。 「あ 

あ、 酒が 変に 利いた。 誰だった か、 丸く 酔わないで 三 

角に 酔う と 云った が、 己 は 三角に 酔った よう だ。 それ 



「や。 あの 裂けた 紅 唐紙の 切れの ぶら 下って いる 下 は、 

あわがら あさぎい ろ 

一 面の 粟稈 だ。 その上に 長い 髪 をう ねらせて、 浅葱 色 

の 着物の 前が 開いて、 鼠色に よごれた 肌着が 皺くちゃ 

になって、 あいつが 仰向けに 寝て いやがる。 顋 だけ 見 

えて 顔 は 見えない。 どうかして 顔が 見たい もの だ。 あ。 

したくち むる 

下 脣が 見える。 右の 口角から 血が 糸の ように 一 筋 流 

れ ている ご 

うしろ 

小川 はき やっと 声を立てて、 半分 起した 体 を 背後へ 

お 4\し た 

翌朝 深淵の 家 へ は 医者が 来たり、 警部 や 巡査が 来た 

りして、 非常に 雑遝 した。 夕方に なって、 布団 を 被せ 



七日の 晚に 新宅 祝と して、 友人 を 招き、 宴会 を 催し、 

深更に 及びし 為め、 一二 名 宿泊す る ことと なりたる に、 

その 

其 一名に て 主人の 親友なる、 芝 区 南 佐 久間町 何 丁目 何 

のうい つけつ しょう 

番地 住 何 新聞記者 小川 某氏 其 夜 脳溢血 症に て 死亡せ 

りと 云 ふ。 新宅 祝の 宴会に 死亡者 を 出した る は、 深淵 

氏の 為め、 気の毒な りしと、 近所に て 噂し 合へ りご 

(明治 四十 五 年 四月) 
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